
事務局提案（技術分野）

「技術分野の授業をつくる上で

意識してほしいポイント」



令和４年度神奈川県技術・家庭科研究部会調査の回答より

教科「技術」の免許を持っていないで
授業を行っている先生が１割以上いる。

３割近くの先生が技術科以外の教科も
教えている。



各学年の授業を実施していて、特に問題だと感じている点については、
およそ６割の先生が「授業時数が足りず、授業が深まらない」と回答
した。



・教科「技術」の免許を持っていない先生が回答数160に対して12.5％(20人)
→神奈川県内の公立校(407校)で換算するとおよそ50人が臨免
学校によっては各学年から1名ずつ技術を教える教員を充てる現状も。

・他教科も教えている中には経験年数が５年以内の先生も含まれている
→本来の技術での授業準備（３学年）＋他教科の授業準備
他教科でなくても支援級への授業を行っている先生もいる。

・新学習指導要領になり、技術による問題の解決へと内容が変わったが、
どのような授業づくりや評価の方法などを行うのか？

各学校に1人の教科の特性から誰にも相談できず、
困っている先生がいるのでは？



令和５年度 県技・家研としての取組

２．すぐに取り入れやすい実践例の紹介

１．夏季研修会において「情報の技術」の教材研究

３．事務局提案（技術分野）による
「技術分野の授業をつくる上で意識してほしいポイント」



１．夏季研修会において「情報の技術」の教材研究

8月7日(月)に藤沢市立第一中学校にて、「双方向性のある
コンテンツのプログラミングによる問題解決」の教材と
してチャットボット制作アプリを実際に使用しながら実
習教材へ活用できるコンテンツの紹介を行った。



２．すぐに取り入れやすい実践例の紹介

研究委員会にて実践例の集録の作成を行う。教科「技術」の免許を持たない先
生や、他教科も担当している先生方が限られた時間の中でもすぐにでも取り組
めるような実践例をあげることで技術の授業づくりのヒントとして活用してい
ただけるように集録を作成する。

実践内容
教材名や紹介、扱う内容、指導学年、指導計画、評価方法、
お勧めできるポイント、３年間の学習計画 など



事務局の先生方の実践例



事務局の先生方の実践例



事務局の先生方の実践例



３．事務局提案（技術分野）による
「技術分野の授業をつくる上で意識してほしいポイント」

技術分野の目標

平成20年３月告示（平成22年11 月一部改正）中学校学習指導要領
「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して，材料と加工，
エネルギー変換，生物育成及び情報に関する基礎的・基本的な知識及
び技術を習得するとともに，技術と社会や環境とのかかわりについて
理解を深め，技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てる。」

平成29年3月告示中学校学習指導要領
「技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する
実践的・体験的な活動を通して、技術によってよりよい生活や持
続可能な社会を構築する資質・能力を育成することを目指す」



平成20年３月告示（平成22年11 月一部改正）中学校学習指導要領
「ものづくりを通して基礎的・基本的な知識及び技術を習得する」

平成29年3月告示中学校学習指導要領
「ものづくりを通してよりよい生活や持続可能な社会を構築す
る資質・能力を育成する」

単純な「基礎的・基本的な知識及び技術の習得」から「基礎的・基
本的な知識及び技術の習得を通して、生活や社会の中の技術に関わ
る問題を見つけ、その問題を解決する力を養う」

スキルの向上ではなく、問題に直面した時に自分の持っているス
キルを活用し、最適解を見つけ解決に向かう子どもを育成する。



平成29年3月告示
中学校学習指導要領【技術・家庭編】
第 2 節 技術分野の目標及び内容
２ 技術分野の内容構成

また，技術分野で育成することを目指す資質・能力は，単に何かを
つくるという活動ではなく，例えば，技術に関する原理や法則，基
礎的な技術の仕組みを理解した上で，生活や社会の中から技術に関
わる問題を見いだして課題を設定し，解決方策が最適なものとなる
よう設計・計画し，製作・制作・育成を行い，その解決結果や解決
過程を評価・改善し，さらにこれらの経験を基に，今後の社会にお
ける技術の在り方について考えるといった学習過程を経ることで効
果的に育成できる。

内容A～Dにおいて、上記の内容構成に即した授業を行わなければ
ならない。



１年（３５時間） ２年（３５時間）
３年

（17.5時間）

学年が上がるにつれて難易度を上げていく

生徒が解決できたという満足感・成就感を味わい，次の学びへと主体的に
取り組む態度を育むよう，既存の技術を評価，選択，管理・運用すること
で解決できる問題
→各内容における課題解決

改良，応用しなければ解決できない問題
→これまでの学習を踏まえた統合的な問題

３年間を見通した学習計画を立てる必要がある。

同じ教材でもどの学年で扱うかによって課題の設定も考慮する必要がある

やさしい むずかしい



Ａ先生（３年間の課題）

１年後期
「木材の加工を通してより
よい生活を創造しよう」

２年前期
「環境を調節した豆苗の栽培を
通して生活を豊かにしよう」

２年後期
「地域で役立つエネルギー変換
機器を開発しよう」
「チャットシステムの開発を通
して安全な社会を構築しよう」

３年前期
「センサロボットの開発を通して
統合的な問題を解決しよう」

Ｂ先生（３年間の課題）

１年
「学校の環境課題に負けず
に野菜を育成しよう！」

１年
「自身のロッカーの課題を解決
する製作品を製作しよう！」

２年
「自宅の課題を解決する
回路を製作しよう！」

３年
「社会の問題を解決するプログラム
を制作しよう！」

Ｃ先生（Ｄ「情報の技術」の情報モラルについての扱い）

１年
「ネット詐欺とは？」

２年
「ネットいじめについて考える」

３年
「ネットで会う危険性、ネット課金について考える」

身近な生活の課題解決 地域の中の課題解決 社会全体の課題解決

校内の課題解決 自宅の課題解決 社会の課題解決

個人の使用 ネットを介した交流 情報社会における全体の問題



「ものづくり」の本質を忘れない

平成20年３月告示（平成22年11 月一部改正）中学校学習指導要領
この活動は，知識と技術の習得とともに，知的財産を尊重する態度
や技術にかかわる倫理観，緻密さへのこだわりや忍耐強さなどの育
成のために有効な方法である

平成29年3月告示中学校学習指導要領
技術の概念や技術の役割と生活や社会，環境に与える影響を深
く理解するとともに，知的財産を創造，保護及び活用しようと
する態度や，技術に関わる倫理観，他者と協働して粘り強く物
事を前に進める態度等を身に付けることも期待できる。



まとめ

技術分野の授業をつくるうえで意識してほしいポイントは、

○各内容で課題解決を行う（単に何かを作る活動にしない）

○学年が上がるに連れ、難易度を上げていく

○３年間を見通した学習計画を立てる



最後に、

課題解決の授業を行う中で特に意欲を持って取り組む生徒がいましたら、
ぜひ、「創造ものづくり教育フェアinかながわ」へご参加ください。

○創造アイデアロボットコンテスト

○木工チャレンジコンテスト

○プログラミングコンテスト

○生徒作品コンクール


